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木古内町議会だより

第 １ 回
木古内町議会
定 例 会

　
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
（
３

月
２
日
～
９
日
）
で
は
、
令
和
８

年
度
一
般
会
計
予
算
が
「
英
語
教

育
強
化（
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
）事
業
」
の

必
要
性
や
費
用
の
妥
当
性
を
め
ぐ

り
意
見
が
分
か
れ
、
議
論
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
開
会
冒
頭
に
鈴

木
町
長
か
ら
令
和
８
年
度
町
政
執

行
方
針
、
西
山
教
育
長
か
ら
令
和

８
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
７
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と

す
る
７
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
議

案
９
件
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
苅
部
議
員
、

平
野
議
員
、
廣
瀬
議
員
、
竹
田
議

員
の
４
名
が
登
壇
し
、
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細

６
～
８
ペ
ー
ジ
）

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
は
、

３
月
３
日
か
ら
９
日
（
実
質
４
日

間
）
ま
で
開
催
し
、
精
力
的
な
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
新
規

事
業
と
し
て
、
無
縁
遺
骨
を
永
続

的
か
つ
適
正
に
管
理
す
る
「
無
縁

納
骨
塚
整
備
事
業
」、
旧
中
学
校

を
解
体
し
周
辺
環
境
を
整
備
す
る

「
環
境
整
備
事
業
（
旧
中
学
校
解

体
）」、
小
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
新

た
に
　
名
配
置
す
る
「
英
語
教
育

10

強
化
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
）
事
業
」、
検

定
受
験
の
負
担
軽
減
を
図
る
「
み

ん
な
で
ト
ラ
イ
検
定
サ
ポ
ー
ト
事

業
（
み
ら
け
ん
事
業
）」、
情
報
発

議案第11号
　令和７年度木古内町一般
会計補正予算（第12号）

議案第12号
　令和７年度木古内町国民
健康保険特別会計補正予
算（第４号）
議案第13号
　令和７年度木古内町後期
高齢者医療特別会計補正
予算（第４号）
議案第14号
　令和７年度木古内町国民
健康保険病院事業会計補
正予算（第３号）
議案第15号
　令和７年度木古内町簡易
水道事業会計補正予算
（第２号）
議案第16号
　令和７年度木古内町高齢
者介護サービス事業会計
補正予算（第３号）
議案第17号
　令和７年度木古内町介護
保険事業特別会計補正予
算（第３号）
議案第26号
　元瓜谷橋架替事業上部工
製作工事請負契約の議決
変更について
議案第27号
　元瓜谷橋架替事業下部工
（撤去・新設）他工事請
負契約の議決変更につい
て

可決された

主な議決事項

　
最
終
日
に
は
本
会
議
を
再
開
し
、

予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
う
ち
一
般
会
計
予

算
を
除
く
議
案
９
件
、条
例
案（
発

議
案
を
含
む
。）　
件
を
原
案
の
と

10

お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

※
Ａ
Ｌ
Ｔ
…
外
国
語
指
導
助
手

【
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
事
業
に
つ
い
て
】

廣
瀬
議
員
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
姉

妹
都
市
提
携
を
契
機
と
し
た
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
配
置
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

締
結
ま
で
の
経
緯
は
。

鈴
木
町
長
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
現
地
で

意
向
書
を
締
結
後
、
手
続
き
を
経

て
正
式
な
協
定
に
至
っ
た
。
日
程

の
都
合
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

締
結
と
な
っ
た
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
を
否

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
を
否
決決

Ａ
Ｌ
Ｔ
増
員
め
ぐ
り
議
論
紛

Ａ
Ｌ
Ｔ
増
員
め
ぐ
り
議
論
紛
糾糾

行政執行方針を述べる
鈴木町長　　　　　　

予
算
等
審
査
特
別

委
員
会
で
の
質
疑

こちらは
　初日の様子→
最終日分は議会
チャンネルから

信
の
充
実
を
図
る

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

事
業
」、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
充
実
を
図
る
「
電
子

黒
板
導
入
事
業
」
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

教育行政執行方針を述べる
西山教育長　　　　　　　
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廣
瀬
議
員
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
　
名
体
制
に

10

よ
る
具
体
的
な
成
果
・
目
標
は
。

西
山
教
育
長
　
中
学
校
卒
業
時
の

基
準
と
な
る
英
検
３
級
を
一
つ
の

目
安
と
し
て
い
る
。
数
値
目
標
だ

け
で
な
く
、
挑
戦
す
る
意
欲
の
育

成
も
重
視
し
て
い
る
。

平
野
議
員
　
　
名
配
置
の
必
要
性

10

は
あ
る
の
か
。
ま
た
事
業
者
選
定

は
入
札
や
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
っ

た
の
か
。

西
山
教
育
長
　
小
中
学
校
の
各
学

年
に
配
置
し
、
授
業
だ
け
で
な
く

日
常
的
な
交
流
機
会
を
増
や
す
こ

と
が
目
的
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は

町
と
事
業
者
と
の
協
定
締
結
を
契

機
と
し
て
実
施
に
至
っ
た
も
の
で

あ
り
、
入
札
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

平
野
議
員
　
委
託
料
の
内
訳
が
不

明
確
で
は
。

中
村
ひ
と
づ
く
り
未
来
課
長
　
委

託
料
は
日
常
生
活
を
支
え
る
サ

ポ
ー
タ
ー
の
人
件
費
、
住
居
費
、

機
器
整
備
費
、
教
材
作
成
費
な
ど

も
あ
り
、
初
年
度
は
費
用
が
増
加

し
て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

竹
田
議
員
　
事
業
の
意
義
は
否
定

し
な
い
が
、　
名
を
増
員
す
る
根

10

拠
や
予
算
積
算
の
説
明
が
不
十
分
。

　
交
付
税
措
置
が
あ
る
と
は
い
え

約
６
千
　
万
円
の
予
算
計
上
は
、

500

高
齢
化
が
進
む
当
町
の
実
態
を
踏

ま
え
る
と
、
優
先
す
べ
き
施
策
と

の
整
理
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。

　
本
予
算
に
つ
い
て
は
町
民
に
十

分
な
説
明
責
任
を
果
た
し
得
な
い

こ
と
か
ら
本
案
に
反
対
す
る
。

平
野
議
員
　
教
育
の
充
実
や
国
際

交
流
の
推
進
自
体
は
否
定
し
な
い

が
、
約
６
千
　
万
円
の
事
業
費
の

500

う
ち
委
託
料
約
２
千
　
万
円
の
内

100

訳
や
算
出
根
拠
に
つ
い
て
は
不
透

明
と
感
じ
る
。
ま
た
、
他
自
治
体
、

他
事
業
者
と
の
比
較
、
入
札
・
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど
の
手
続
き
な
く
、

特
定
事
業
者
の
主
導
で
進
め
ら
れ

た
疑
念
も
残
る
。

　
町
民
へ
の
十
分
な
説
明
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
本
案
に
反
対
す
る
。

平
野
議
員
　
他
事
業
者
や
他
自
治

体
と
の
費
用
の
比
較
等
は
行
っ
た

の
か
。
ま
た
、
学
校
と
の
協
議
時

期
や
運
用
体
制
は
整
っ
て
い
る
の

か
。

西
山
教
育
長
　
他
事
業
者
と
の
比

較
は
行
っ
て
い
な
い
。
学
校
と
は

昨
春
ご
ろ
か
ら
協
議
し
、
受
入
の

準
備
は
可
能
と
認
識
し
て
い
る
。

新
井
田
議
員
　
子
ど
も
に
関
わ
る

大
き
な
事
業
で
あ
る
が
、
保
護
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
さ
れ
た
の
か
。

西
山
教
育
長
　
保
護
者
向
け
の
説

明
会
は
実
施
し
て
い
な
い
。

◆
賛
成
議
員
　
３
名
　

　
廣
瀬
　
雅
一
、
安
齋
　
彰

　
相
澤
　
巧

◆
反
対
議
員
　
４
名

　
平
野
　
武
志
、
竹
田
　
努

　
新
井
田
　
昭
男
、
苅
部
　
礼
司

採

決

【
賛
成
討
論
】

廣
瀬
議
員
　
特
別
交
付
税
措
置
が

見
込
ま
れ
る
点
を
踏
ま
え
、
一
定

の
妥
当
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
ま
た
子
育
て
支
援
分
野
で
実
績

の
あ
る
企
業
と
連
携
し
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
マ
ン
ダ
ウ
エ
市
と
姉
妹
都
市

提
携
の
も
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
招
致
す
る

も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

将
来
の
投
資
と
し
て
意
義
が
あ
る

と
考
え
、
本
案
に
賛
成
す
る
。

安
齋
議
員
　
費
用
内
訳
の
説
明
不

足
な
ど
事
業
決
定
ま
で
の
準
備
に

は
課
題
が
あ
っ
た
と
感
じ
る
が
、

本
事
業
は
先
進
的
な
取
組
で
あ
り
、

英
語
力
向
上
や
将
来
の
投
資
と
し

て
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
効

果
も
期
待
で
き
る
。
高
齢
化
が
進

む
当
町
に
お
い
て
は
新
た
な
挑
戦

も
必
要
で
あ
り
、
費
用
対
効
果
は

将
来
的
な
波
及
も
含
め
高
い
と
考

え
本
案
に
賛
成
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

町
長
・
教
育
長
に
は
経
過
や
成
果

の
報
告
を
求
め
、
責
任
あ
る
事
業

運
営
を
期
待
す
る
。
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木古内町議会だより

第 ２ 回
木古内町議会
臨 時 会

付
税
は
特
定
の
事
業
の
財
源
と
し

て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
が
、
交
付
税
措
置

が
事
業
の
妥
当
性
の
根
拠
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

幅
崎
総
務
課
長
　
普
通
交
付
税
は

英
語
教
育
事
業
が
基
準
財
政
需
要

額
に
算
入
さ
れ
る
が
、
議
員
ご
指

摘
の
と
お
り
特
定
事
業
の
財
源
で

は
な
い
。
今
回
は
事
業
費
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
一
般
財
源
の
み
で

は
な
い
こ
と
を
示
す
趣
旨
で
記
載

し
た
。

※
基
準
財
政
需
要
額
…
自
治
体
が

標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費
を
、

国
が
一
定
の
基
準
で
算
定
し
た
も

の
。

新
井
田
議
員
　
当
初
資
料
の
趣
旨

目
的
に
あ
っ
た「
英
語
公
用
語
化
」

の
記
載
が
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た

資
料
か
ら
削
除
さ
れ
た
理
由
は
。

中
村
ひ
と
づ
く
り
未
来
課
長
　
小

中
学
校
で
英
語
を
公
用
語
と
す
る

と
の
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た

め
削
除
し
た
も
の
で
趣
旨
は
変
更

し
て
い
な
い
。

竹
田
議
員
　
　
名
配
置
す
る
必
要

10

性
や
根
拠
が
不
明
確
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

西
山
教
育
長
　
英
語
に
触
れ
る
機

会
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

授
業
外
も
含
め
た
学
習
機
会
の
確

保
を
図
る
。
ま
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
地
域

活
動
に
も
関
わ
り
、
町
民
と
の
交

流
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

平
野
議
員
　
今
後
、
入
札
や
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
予
定
は
あ
る
の

か
。

幅
崎
総
務
課
長
　
普
通
交
付
税
は

４
月
１
日
時
点
の
配
置
数
が
基
準

議案第1号
　令和８年度木古内町一般
会計予算

可決された

主な議決事項

と
な
る
た
め
、
開
始
時
期
を
遅
ら

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た

め
公
募
期
間
を
要
す
る
入
札
や
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
は
難
し
い
。

平
野
議
員
　
議
決
前
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

人
選
等
進
ん
で
い
る
の
は
議
会
軽

視
で
は
な
い
か
。　
　

羽
沢
副
町
長
　
議
決
後
、
速
や
か

に
事
業
開
始
で
き
る
よ
う
準
備
的

事
務
を
進
め
た
も
の
で
あ
り
、
最

終
的
な
実
施
は
議
会
の
議
決
に
よ

る
。
議
会
を
軽
視
す
る
意
図
は
な

い
。

東
出
議
員
　
長
期
間
内
部
で
協
議

さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
議

会
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
り
、

議
会
軽
視
も
甚
だ
し
い
。
重
要
な

事
業
で
あ
る
以
上
、
適
切
な
報
告

と
情
報
共
有
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
こ
の
発
言
に
対
す
る
答
弁
は
求

め
ま
せ
ん
で
し
た
。）

　
平
野
武
志
議
員
か
ら
、
新
た
に

配
置
を
予
定
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
　10

Ａ
Ｌ
Ｔ
予
算
の
一
部
削
除
求
め
る
動

Ａ
Ｌ
Ｔ
予
算
の
一
部
削
除
求
め
る
動
議議

賛
成
少
数
で
否
決
、
原
案
ど
お
り
可

賛
成
少
数
で
否
決
、
原
案
ど
お
り
可
決決

詳しい内容は
　こちらから→
（ユーチューブ）

　
定
例
会
で
否
決
さ
れ
た
一
般
会

計
予
算
を
受
け
、
町
か
ら
令
和
８

年
度
一
般
会
計
予
算
案
が
提
出
さ

れ
、
令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会

（
３
月
　
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

17

た
。
今
回
提
出
さ
れ
た
予
算
案
は

定
例
会
提
出
時
よ
り
　
万
円
減
の

100

　
億
２
千
　
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

53

49

Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
事
業
を
め
ぐ
り
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

修
正
案
は
賛
成
少
数
で
否
決
、
原

案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

平
野
議
員
　
資
料
に
あ
る
普
通
交

質

疑

修

正

動

議
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詳しい内容は
　こちらから→
（ユーチューブ）

名
に
係
る
予
算
の
一
部
を
削
除
す

る
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置

事
業
の
う
ち
新
規
配
置
分
を
減
額

し
、
既
存
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

分
は
維
持
す
る
も
の
で
す
。
英
語

教
育
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
く
、
配
置
体
制
や
事
業
内

容
を
整
理
し
た
上
で
進
め
る
べ
き

と
す
る
趣
旨
で
す
。

※
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
…
海
外
か

ら
外
国
語
指
導
助
手
な
ど
を
招
致

す
る
国
の
事
業

【
修
正
動
議
に
反
対
】

廣
瀬
議
員
　
将
来
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
行
政
と

し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
説
明
不
足
な
点
は
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
を
理
由
に
修
正
す

る
の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

【
修
正
動
議
に
賛
成
】

竹
田
議
員
　
　
名
配
置
の
根
拠
や

10

な
い
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
反
対

す
る
。

【
原
案
に
賛
成
】

東
出
議
員
　
令
和
５
年
第
２
回
定

例
会
で
、
教
育
の
充
実
を
柱
と
し
、

子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
向
上
の
必

要
性
を
提
起
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
事

業
は
そ
の
実
現
と
評
価
す
る
。

　
英
語
力
の
向
上
は
将
来
の
選
択

肢
を
広
げ
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

疑
義
は
残
る
も
の
の
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
投
資
と
し
て
本
予
算
に
賛

成
す
る
。

【
原
案
に
対
す
る
採
決
】

　
◆
賛
成
議
員
　
６
名
　

　
　
東
出
　
洋
一
、
廣
瀬
　
雅
一

　
　
安
齋
　
　
彰
、
相
澤
　
　
巧

　
　
苅
部
　
礼
司
、 
田
　
裕
幸

　
◆
反
対
議
員
　
３
名

　
　
平
野
　
武
志
、
竹
田
　
努

　
　
新
井
田
　
昭
男

教
育
委
員
会
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
見
え
な
い
ま
ま
進
め
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
。
３
千
　
人
の
町

400

に
Ａ
Ｌ
Ｔ
　
名
を
３
年
間
、
１
億

10

９
千
万
円
投
資
す
る
こ
と
が
一
般

町
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
か
懸
念

が
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

【
修
正
動
議
に
対
す
る
採
決
】

　
◆
賛
成
議
員
　
３
名
　

　
　
平
野
　
武
志
、
竹
田
　
努

　
　
新
井
田
　
昭
男

　
◆
反
対
議
員
　
６
名

　
　
東
出
　
洋
一
、
廣
瀬
　
雅
一

　
　
安
齋
　
　
彰
、
相
澤
　
　
巧

　
　
苅
部
　
礼
司
、 
田
　
裕
幸

【
原
案
に
反
対
】

平
野
議
員
　
目
的
や
プ
ロ
セ
ス
・

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
説
明
が
不
十

分
。
ま
た
、
事
業
準
備
を
議
会
の

了
承
な
く
進
め
た
点
も
理
解
で
き

　
令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

１
月
　
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
７

30

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
　11

号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
可
決
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

支
給
事
業
　
　
　
　
　
　
万
円

748

・
木
古
内
エ
ー
ル
米
事
業

１
千
　
万
円

681

・
木
古
内
エ
ー
ル
商
品
券
第
　
弾
11

事
業
　
　
　
　
　
１
千
　
万
円

927

・
除
排
雪
事
業
　
　
８
千
　
万
円

334

討

論

採

決

採

決

補

正

予

算

討

論
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木古内町議会だより

　一般質問は、定例議会（年４回）において、町政全般に

わたる事項を議員が質問を行い、新たな政策の提案や意見、

是正を求めるものです。

４名の議員が

苅部　礼司　議員
繋　「木古内町ヒグマゾーニング計画」の策定

について

平野　武志　議員
繋　令和８年度教育行政執行方針の具体化に

ついて
罫　令和８年度町政執行方針における「集中

と選択」の具体化について

廣瀬　雅一　議員
繋　小中一貫義務教育学校の推進に関するス

ケジュールについて

竹田　　努　議員
繋　教育行政執行方針の構想と町内スポーツ

施設のあり方について
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問
　「
木
古
内
町
ヒ
グ
マ
ゾ
ー
ニ

ン
グ
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

　
近
年
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
が
増
加

し
、
昨
年
は
町
中
心
部
で
も
確
認

さ
れ
る
な
ど
住
民
の
不
安
が
高
ま

っ
て
い
る
。
従
来
の
出
没
後
対
応

に
加
え
、
市
街
地
へ
の
侵
入
防
止

な
ど
未
然
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

区
域
ご
と
に
対
策
を
講
じ
る
ゾ
ー

ニ
ン
グ
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
鈴
木
町
長

　
昨
年
は
例
年
を
上
回
る
出
没
・

捕
獲
が
あ
り
、
関
係
機
関
や
ハ
ン

タ
ー
の
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
は
４
区
分
に
よ

り
対
策
の
目
安
を
定
め
る
も
の
で
、

現
在
、
令
和
７
年
度
末
の
策
定
に

向
け
、
国
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が

ら
町
と
し
て
万
全
の
体
制
を
構
築

し
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
守
り
抜

い
て
い
け
る
よ
う
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
質
問
　
他
町
で
は
対
策
費
の
増

額
や
捕
獲
報
奨
金
の
見
直
し
、
緊

急
時
対
応
の
強
化
も
進
ん
で
い
る
。

当
町
と
し
て
の
考
え
と
、
今
後
の

体
制
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
鈴
木
町
長

　
猟
友
会
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま

え
、
維
持
費
や
安
全
面
に
も
配
慮

し
た
使
い
や
す
い
制
度
設
計
と
し

て
い
る
。
金
額
の
多
寡
で
は
な
く

連
携
を
重
視
し
予
算
を
構
築
し
た
。

今
後
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
の
内
容

を
踏
ま
え
、
必
要
な
予
算
や
体
制

を
検
討
し
、
関
係
機
関
と
緊
密
に

連
携
し
な
が
ら
実
効
性
の
あ
る
対

策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

苅部　礼司　議員

KarubeReiji

問
一
　
令
和
八
年
度
教
育
行
政
執

行
方
針
の
重
点
施
策
の
具
体
化
に

つ
い
て

　
教
育
分
野
は
、
計
４
つ
の
視
点

か
ら
質
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
　
名
体
制
を
含

11

む
英
語
教
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

教
育
長
か
ら
理
念
は
示
さ
れ
た
も

の
の
、
具
体
的
数
値
目
標
や
検
証

方
法
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

必
要
性
や
成
果
指
標
、
積
算
根
拠
、

事
業
提
案
に
至
る
過
程
を
含
め
、

現
状
で
は
町
民
に
対
し
て
十
分
に

説
明
で
き
る
状
況
で
は
な
い
と
判

断
し
、
資
料
の
再
提
出
を
求
め
、

予
算
委
員
会
で
の
審
議
に
持
ち
越

す
こ
と
を
予
告
し
ま
し
た
。

問
二
　
令
和
八
年
度
町
政
執
行
方

針
に
お
け
る
「
集
中
と
選
択
」
の

具
体
化
に
つ
い
て

　
町
長
に
対
し
て
は
「
集
中
と
選

択
」
の
具
体
化
に
つ
い
て
質
し
ま

し
た
が
、
重
点
配
分
の
判
断
基
準

や
、
不
採
択
・
見
直
し
の
考
え
方

は
具
体
的
に
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
加
え
て
、
事
業
の
成
果
や
必

要
性
に
基
づ
く
優
先
順
位
の
整
理

に
つ
い
て
も
説
明
が
な
く
、
判
断

の
根
拠
が
見
え
に
く
い
状
況
で
し

た
。
こ
う
し
た
点
は
、
今
回
の
一

般
会
計
予
算
審
査
に
お
い
て
も
論

点
と
な
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
説
明
を
伴
わ
な
い
事
業
が
進
め

ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
運
営

へ
の
信
頼
に
も
関
わ
る
課
題
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
町
民
に
対
し
て
説
明
で
き
る

予
算
編
成
と
、
成
果
に
基
づ
く
政

策
運
営
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
再
質
問
や
、
答
弁
に

つ
い
て
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

0:37:03頃

平野　武志　議員

HiranoTakeshi

1:50:40頃
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問
　
小
中
一
貫
義
務
教
育
学
校
の

推
進
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　
令
和
６
年
第
１
回
の
定
例
会
に

お
い
て
、
小
中
一
貫
義
務
教
育
学

校
に
つ
い
て
の
町
長
お
よ
び
教
育

長
の
見
解
を
伺
っ
た
。
そ
の
後
、

教
育
環
境
の
変
化
や
少
子
化
の
更

な
る
進
行
を
踏
ま
え
、
義
務
教
育

学
校
へ
の
移
行
は
当
町
の
教
育
の

質
を
高
め
る
重
要
な
選
択
肢
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
び
西

山
教
育
長
が
就
任
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
あ
ら
た
め
て
令
和
８
年
度

以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
教
育
長

の
小
中
一
貫
義
務
教
育
学
校
へ
の

思
い
を
伺
う
。

答
　
西
山
教
育
長

　
令
和
７
年
度
に
立
ち
上
げ
た

「
小
中
連
携
検
討
委
員
会
」
で
は

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い

教
育
環
境
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

て
お
り
、
義
務
教
育
学
校
を
支
持

す
る
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
て
い

る
。
令
和
８
年
度
に
は
、
町
民
皆

様
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、

開
校
に
向
け
た
具
体
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
策
定
す
る
段
階
へ
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。
最
も
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
の
は
、
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
確
立
し
丁
寧
に
保
護
者

や
地
域
住
民
の
皆
様
と
「
木
古
内

の
教
育
の
未
来
」
を
共
有
し
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
最
善
の
道
に
繋

げ
て
い
く
。

答
　
鈴
木
町
長

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
時
間

は
か
か
っ
て
い
る
が
、
西
山
教
育

長
を
中
心
に
色
々
な
声
を
丁
寧
に

聞
き
な
が
ら
小
中
一
貫
義
務
教
育

学
校
を
確
実
に
進
め
る
と
確
信
し

て
い
る
。　

３月定例会一般質問

廣瀬　雅一　議員

HiroseMasakazu

問
　
教
育
行
政
執
行
方
針
の
構
想

と
町
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
芝
の
管
理

に
つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
利
用

者
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
改

善
す
る
よ
う
要
望
が
出
さ
れ
て
お

り
、
現
状
の
コ
ー
ス
や
グ
リ
ー
ン

は
こ
の
ま
ま
で
は
不
十
分
と
の
声

が
多
い
。
教
育
長
も
現
地
を
確
認

し
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
　
西
山
教
育
長
　

　
利
用
者
の
方
々
が
気
持
ち
よ
く

プ
レ
ー
を
楽
し
め
る
よ
う
、
令
和

８
年
度
か
ら
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

に
常
駐
の
職
員
を
配
置
し
、
散
水

や
除
草
な
ど
、
こ
ま
め
な
手
入
れ

を
即
座
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
体

制
を
整
え
、
利
用
者
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
着

実
に
コ
ー
ス
の
改
善
に
努
め
て
い

く
。

再
質
問
　
常
駐
の
職
員
を
配
置
す

る
だ
け
で
は
抜
本
的
な
改
善
に
は

繋
が
ら
な
い
。
コ
ー
ス
は
造
成
当

初
か
ら
の
課
題
も
あ
り
、
排
水
や

土
壌
改
良
な
ど
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
他
自
治
体
で
は
多

額
の
予
算
を
か
け
て
改
良
し
て
い

る
例
も
あ
り
、
当
町
で
も
段
階
的

な
改
修
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

答
　
現
状
は
全
面
改
修
で
な
く
、

あ
く
ま
で
芝
の
状
態
を
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て
コ
ー
ス
の
使
用
制

限
も
含
め
管
理
を
行
っ
て
い
き
、

芝
の
生
育
を
し
っ
か
り
と
観
察
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

3:13:15頃

竹田　努　議員

TakedaTsutomu

3:27:35頃
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一般会計予算
特別会計予算
・国民健康保険特別会計　　５億７，３３９万円
・後期高齢者医療特別会計　２億　　　８６万円
・介護保険事業特別会計　　７億　　４８０万円
・介護サービス事業特別会計　　　　２３５万円
・介護老人保健施設事業清算特別会計　　４，４７５万円

５３億２，０４９万円
公営企業会計
・国民健康保険病院事業会計　１８億５，３８４万円
・高齢者介護サービス事業会計　６億９，２９７万円
・簡易水道事業会計　　　　　　２億３，６３３万円
・下水道事業会計　　　　　　　２億７，８１３万円

一般会計と特別会計・公営企業会計を合わせた全体の予算規模　９９億　７９１万円
「収益的支出＋資本的支出－減価償却費の額」

【前年対比 3.4％増】

環境整備事業(旧中学校解体)

主な新規事業

木古内町無縁納骨塚整備事業
【参考イメージ】

・木古内町無縁納骨塚整備事業
・環境整備事業（旧中学校解体）
・英語教育強化（ALT配置）事業
・みんなでトライ検定サポート事業
・中央公民館エアコン設置事業
・郷土資料館エアコン設置事業
・木古内町ホームページ更新事業

特　集

令
和
８
年
度
予
算
紹
介

み
ん
な
の
「
暮
ら
し
の
予
算
」

2026

　
令
和
８
年
度
の
新
規
事
業
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
無
縁
遺
骨

を
永
続
的
か
つ
適
正
に
管
理
す
る
た
め
の
「
木
古
内
町
無
縁
納
骨

塚
整
備
事
業
」、
旧
中
学
校
を
解
体
し
周
辺
環
境
を
整
備
す
る
「
環

境
整
備
事
業
（
旧
中
学
校
解
体
）」、
小
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
新
た

に
　
名
配
置
す
る
「
英
語
教
育
強
化
（
A
L
T
配
置
）
事
業
」
等

10
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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生
活
の
維
持
・
向
上
に
向
け
た
施

策
の
検
討
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
予
算
審
査
で
は

資
料
の
不
備
が
目
立
ち
、
詳
細
の

記
載
不
足
や
新
規
事
業
に
も
関
わ

ら
ず
資
料
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い

例
が
見
受
け
ら
れ
た
。
適
正
な
審

議
の
た
め
、
今
後
は
資
料
編
さ
ん

に
お
い
て
不
備
や
不
足
が
な
い
よ

う
強
く
要
請
す
る
。

　
主
な
個
別
意
見
と
し
て
、
職
員

の
通
勤
手
当
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

職
員
確
保
の
観
点
か
ら
理
解
す
る

も
の
の
、
町
内
居
住
の
促
進
を
図

る
よ
う
求
め
る
。

　
旧
中
学
校
の
解
体
工
事
に
つ
い

て
は
地
元
事
業
者
の
活
用
に
配
慮

し
た
事
業
実
施
を
望
む
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

は
独
立
採
算
の
視
点
に
立
っ
た
経

営
と
経
営
戦
略
の
説
明
を
求
め
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
事
業
に
つ
い

て
は
、
機
能
と
費
用
の
妥
当
性
を

再
検
討
さ
れ
た
い
。

　
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
に
つ

い
て
は
、
事
業
評
価
と
成
果
の
検

証
を
行
い
、
効
果
的
な
事
業
展
開

と
な
る
よ
う
議
会
と
し
て
も
注
視

し
て
い
き
た
い
。

　
納
骨
塚
整
備
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
評
価
し
、
引
き
続

き
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
。

　
病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
収

支
不
足
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
将

来
を
見
据
え
た
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

第１日目　３月３日開催
　・総務課
　・選挙管理委員会
　・議会事務局
　・監査委員事務局
　・建設水道課
　・上下水道室
　・まちづくり未来課

第２日目　３月４日開催
　・税務課
　・町民課
　・ひとづくり未来課
　・学校給食センター
　・病院事業

第３日目　３月５日開催
　・農業委員会事務局
　・産業経済課
　・商工観光創生室
　・保健福祉課

第４日目　３月９日開催
　・予算等審査特別委員
　　会表決

令和８年度

予算等審査

特別委員会

予算等審査特別委員会
審査日程　　　　　　

未
来
投
資
に
賛
同
も

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
計
画
に
疑
問
、
予
算
否
決

予算等審査特別委員会

委員長　東出　洋一

　
％
増
の
　
億
　
万
円
で
あ
っ
た
。

3.4

99

891

　
令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投

資
が
目
立
ち
、
そ
の
姿
勢
に
は
賛

同
す
る
。
一
方
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
　
名
10

配
置
の
必
要
性
や
積
算
根
拠
、
町

の
ビ
ジ
ョ
ン
が
十
分
に
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、
準
備
不
足
か
ら
審
議
は

難
航
し
た
。
議
会
と
し
て
町
民
に

説
明
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
派
遣
事
業
を
含
む
一
般
会
計

予
算
は
否
決
と
し
た
。

　
国
内
で
は
物
価
高
騰
が
続
き
、

住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
町
に
お
い
て
も
住
民

「
審
 査
 所
 見
」

　
令
和
８
年
度
各
会
計
予
算
　
件
10

並
び
に
予
算
関
連
議
案
　
件
に
つ

10

い
て
、
３
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で

の
日
程
で
審
査
を
行
っ
た
。
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ
り
　
％
増
の

4.1

　
億
２
千
　
万
円
、
特
別
会
計
及

53

149

び
企
業
会
計
を
含
め
た
合
計
額
は

10
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詳しい内容は
　こちらから→
（ユーチューブ）
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質
 疑
 抜
 粋

総
務
課

竹
田
委
員
　
通
勤
手
当
の
見
直
し

は
職
員
に
と
っ
て
有
益
だ
と
理
解

す
る
一
方
、
町
外
か
ら
の
通
勤
を

助
長
し
、
人
口
減
少
対
策
や
移
住

定
住
施
策
と
相
反
し
な
い
か
。

羽
沢
副
町
長
　
町
内
居
住
が
基
本

と
の
考
え
は
維
持
し
て
い
る
。
や

む
を
得
な
い
事
情
で
町
外
居
住
と

な
る
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

制
度
を
整
理
す
る
も
の
。
職
員
の

確
保
と
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

平
野
委
員
　
現
状
、
募
集
要
項
等

に
町
内
居
住
に
関
す
る
記
載
は
し

て
い
る
の
か
。

羽
沢
副
町
長
　
従
前
、
募
集
要
項

に
明
記
し
て
い
た
が
、
現
在
は
外

し
て
い
る
。
面
接
時
に
町
内
居
住

が
原
則
で
あ
る
旨
は
説
明
し
て
お

り
、
基
本
方
針
は
維
持
し
つ
つ
、

実
態
に
即
し
た
制
度
と
し
て
整
理

し
た
。

平
野
委
員
　
財
政
負
担
は
ど
の
程

度
か
。

幅
崎
総
務
課
長
　
一
般
会
計
で
年

約
　
万
円
、
全
会
計
で
約
　
万
円

87

350

の
増
額
と
な
る
見
込
み
。

建
設
水
道
課

　
田
委
員
　
解
体
事
業
費
と
し
て

４
億
５
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
資
材
・
労
務
費
が
高
騰
し
て

い
る
中
で
予
算
は
足
り
る
の
か
。

構
口
建
設
水
道
課
長
　
物
価
高
騰

等
を
加
味
し
た
予
算
計
上
と
し
て

お
り
、
現
時
点
で
は
足
り
る
と
判

断
し
て
い
る
。
た
だ
し
解
体
後
の

精
算
に
よ
る
変
動
の
可
能
性
は
あ

る
。

新
井
田
委
員
　
工
期
は
ど
の
程
度

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

構
口
建
設
水
道
課
長
　
約
８
か
月

を
予
定
し
、
降
雪
前
の
完
了
を
目

指
す
。

竹
田
委
員
　
発
注
形
態
や
町
内
業

者
の
育
成
は
ど
う
考
え
る
か
。

構
口
建
設
水
道
課
長
　
可
能
な
限

り
町
内
業
者
へ
の
発
注
を
考
え
て

い
る
が
、
最
終
的
に
は
指
名
委
員

会
で
決
定
す
る
。

安
齋
委
員
　
解
体
前
に
校
舎
内
へ

入
る
機
会
を
望
む
声
が
あ
る
が
。

幅
崎
総
務
課
長
　
雨
漏
り
や
床
の

劣
化
な
ど
衛
生
面
・
安
全
面
に
課

題
が
あ
り
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

上
下
水
道
室

竹
田
委
員
　
浄
水
場
の
更
新
計
画

の
内
容
は
。

岩
本
上
下
水
道
室
長
　
全
て
の
浄

水
場
施
設
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
更
新

や
耐
震
化
の
必
要
性
を
精
査
し
た

上
で
、
今
後
　
年
間
の
事
業
計
画

10

に
優
先
順
位
を
つ
け
、
反
映
す
る
。

平
野
委
員
　
企
業
債
残
高
・
繰
入

金
・
料
金
改
定
の
今
後
の
見
通
し

は
。

岩
本
上
下
水
道
室
長
　
令
和
８
年

２
月
策
定
の
経
営
戦
略
で
は
、
老

朽
管
更
新
を
進
め
る
中
で
企
業
債

残
高
は
　
年
後
に
約
９
億
円
増
加

10

す
る
見
込
み
。
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
は
今
後
　
年
間
４
千
　
万

10

500

円
前
後
で
推
移
す
る
と
試
算
し
て

い
る
。
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
内

部
留
保
資
金
の
精
査
や
ル
ー
ル
に

基
づ
く
繰
入
れ
が
確
保
さ
れ
れ
ば

当
面
は
不
要
と
考
え
る
が
、
計
画

の
中
間
年
に
あ
た
る
令
和
　
年
に

12

改
め
て
検
討
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
未
来
課

苅
部
委
員
　
委
託
料
１
千
　
万
円

100

の
内
容
と
積
算
根
拠
は
。

大
山
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
主
査

　
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う

機
能
の
導
入
と
約
　
ペ
ー
ジ
の
移

800

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
改
正
に

つ
い
て
（
通
勤
手
当
の
見
直
し
）

環
境
整
備
事
業
（
旧
中
学
校
解

体
）
に
つ
い
て

浄
水
場
の
更
新
計
画
に
つ
い
て

簡
易
水
道
事
業
会
計
の
今
後
の

見
通
し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
「
Ｈ
Ｐ
」

と
い
う
。）
更
新
事
業
に
つ
い
て

11
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行
作
業
が
主
で
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
機
能
約
　
万
円
、
移
行
作

390

業
　
万
円
、
そ
の
ほ
か
機
能
追
加

240
費
用
で
構
成
し
て
お
り
、
金
額
は

参
考
見
積
に
よ
り
積
算
し
て
い
る
。

苅
部
委
員
　
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に

頼
ら
ず
検
索
し
や
す
い
Ｈ
Ｐ
に
す

べ
き
で
は
。

大
山
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
主
査

　
現
状
は
情
報
量
が
多
く
階
層
も

深
い
た
め
、
目
的
の
ペ
ー
ジ
に
到

達
し
に
く
い
。
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

を
入
口
に
設
け
る
こ
と
で
、
利
用

者
の
意
図
に
応
じ
て
必
要
な
情
報

へ
誘
導
す
る
仕
組
み
を
整
え
る
。

苅
部
委
員
　
運
用
体
制
や
情
報
更

新
の
基
準
は
。

田
畑
ま
ち
づ
く
り
未
来
課
長
　
現

状
は
各
担
当
課
が
個
別
に
更
新
し

て
い
る
が
、
情
報
の
ば
ら
つ
き
や

更
新
時
期
の
差
が
あ
る
た
め
今
後

は
庁
内
で
調
整
し
改
善
を
図
る
。

平
野
委
員
　
現
状
の
課
題
と
ア
ク

セ
ス
状
況
は
。

田
畑
ま
ち
づ
く
り
未
来
課
長
　
年

間
約
　
万
人
が
ア
ク
セ
ス
す
る
一

11

方
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
情
報

が
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
の
回

答
も
多
い
。
特
に
　
代
で
顕
著
で

40

あ
り
、
Ｈ
Ｐ
の
利
用
率
も
約
　20

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

た
め
改
善
が
必
要
と
判
断
し
た
。

平
野
委
員
　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
充

実
さ
せ
れ
ば
十
分
で
は
な
い
か
。

田
畑
ま
ち
づ
く
り
未
来
課
長
　
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
即
時
配
信
に
優
れ
る
が
、

過
去
情
報
の
検
索
や
蓄
積
に
は
不

向
き
で
あ
る
た
め
、
Ｈ
Ｐ
と
の
役

割
分
担
が
必
要
と
考
え
る
。

平
野
委
員
　
事
業
が
企
業
マ
ッ
チ

ン
グ
中
心
と
な
り
、
当
初
の
趣
旨

か
ら
逸
れ
て
い
る
の
で
な
い
か
。

ま
た
、
副
業
型
起
業
人
は
マ
ン
ガ

事
業
に
偏
っ
て
お
り
、
今
後
の
方

向
性
や
数
値
目
標
は
あ
る
の
か
。

大
山
主
査
　
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
は

当
初
か
ら
期
待
し
て
い
た
役
割
で

あ
り
、
起
業
人
制
度
は
提
案
型
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
で
町
に

合
う
事
業
と
し
て
今
年
度
は
マ
ン

ガ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

町
民
課

新
井
田
委
員
　
将
来
的
に
墓
じ
ま

い
や
離
檀
者
な
ど
も
対
象
と
な
る

の
か
。

羽
澤
町
民
課
長
　
現
段
階
で
は
、

無
縁
遺
体
や
無
縁
故
者
、
行
旅
死

亡
人
を
対
象
と
し
た
納
骨
塚
と
し

て
整
備
す
る
。
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
合
同

納
骨
塚
の
必
要
性
は
高
く
な
い
結

果
で
あ
っ
た
。

　
今
後
は
ニ
ー
ズ
が
高
ま
れ
ば
対

象
を
拡
大
し
、
合
同
納
骨
塚
へ
の

移
行
を
検
討
す
る
。

病
院
事
業

平
野
委
員
　
入
院
患
者
数
を
前
年

よ
り
　
名
減
で
見
込
ん
で
い
る
が
、

10

病
床
削
減
に
向
け
た
計
画
か
、
実

態
に
合
わ
せ
た
も
の
か
。

東
病
院
事
務
局
長
　
こ
れ
ま
で
平

均
　
名
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

40
前
年
の
計
上
が
実
態
と
乖
離
し
て

い
た
た
め
、
実
情
に
合
わ
せ
た
見

込
み
と
し
た
。

平
野
委
員
　
昨
年
作
成
し
た
経
営

強
化
プ
ラ
ン
と
予
算
と
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
の
か
。

東
病
院
事
務
局
長
　
経
営
強
化
プ

ラ
ン
と
予
算
に
つ
い
て
は
、
前
提

と
し
た
患
者
数
な
ど
が
計
画
ど
お

り
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
今

回
の
予
算
は
実
態
を
踏
ま
え
た
編

成
と
し
て
い
る
。
今
後
は
プ
ラ
ン

の
見
直
し
を
含
め
、
方
向
性
を
示

し
て
い
き
た
い
。

菊
一
病
院
事
業
管
理
者
　
病
床
数

や
人
件
費
な
ど
固
定
費
の
削
減
を

含
め
、
早
々
に
ス
リ
ム
化
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
活
性
化
起
業
人
提
案
制
度

に
つ
い
て

無
縁
納
骨
塚
整
備
事
業
に
つ
い

て病
院
経
営
の
見
通
し
に
つ
い
て
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総 務 経 済

常任委員会

レ ポ ー ト

　
ま
た
、
学
生
の
提
言
に
つ
い
て

は
大
学
と
連
携
し
た
取
組
を
通
じ

て
事
業
化
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

今
後
も
各
課
と
連
携
し
、
実
現
可

能
な
も
の
か
ら
施
策
と
し
て
展
開

し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　
一
方
、
学
生
の
来
町
に
よ
り
町

に
一
定
の
経
済
効
果
や
賑
わ
い
を

も
た
ら
し
て
い
る
点
は
評
価
に
値

す
る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
地
域
活
性
化
起
業
人
提
案
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
マ
ン
ガ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
事
業
の
進
捗
状
況
や
目
標
設

定
、
今
後
の
方
向
性
を
中
心
に
議

論
が
行
わ
れ
た
。

　
サ
イ
ン
色
紙
の
収
集
状
況
に
つ

い
て
は
、
当
初
の
目
標
に
対
し
、

達
成
が
困
難
な
見
通
し
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
、
目
標
設
定
や
依
頼

件
数
な
ど
事
業
計
画
の
妥
当
性
、

ま
た
予
算
と
そ
の
執
行
に
係
る
乖

離
の
状
況
に
つ
い
て
厳
し
い
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、
担
当
課
か
ら
は
、
マ

ン
ガ
は
集
客
力
の
あ
る
、
日
本
が

世
界
に
誇
る
文
化
と
の
認
識
の
も

と
、
漫
画
家
と
の
関
係
構
築
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
の
町
の
集
客
力

の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

若
者
の
地
方
体
験
交
流
事
業
と

　
　
　
マ
ン
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
状
況
と
課
題

「
所
管
事
務
調
査
報
告
」

　
若
者
の
地
方
体
験
交
流
事
業
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　
本
事
業
に
お
け
る
学
生
の
活
動

報
告
や
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の

公
開
が
十
分
で
な
い
点
が
課
題
と

し
て
指
摘
さ
れ
、
町
か
ら
は
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
を
検

討
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
は
、
誰
で
も
閲
覧
で
き

る
形
で
早
急
に
公
開
す
る
よ
う
意

見
が
出
さ
れ
た
。

の
説
明
で
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
現
時
点
で

の
成
果
や
プ
ロ
セ
ス
に
課
題
が
多

い
と
の
認
識
を
共
有
し
、
次
年
度

以
降
も
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

目
標
設
定
や
事
業
手
法
、
予
算
の

あ
り
方
を
含
め
、
よ
り
慎
重
に
事

業
の
方
向
性
を
示
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
望
む
。

第９回　12月24日開催
＜ひとづくり未来課＞
・郷土資料館トイレ改修
について
＜建設水道課＞
・防犯対策機器購入事業
について
＜上下水道室＞
・簡易水道事業会計の上
半期収支状況について
　ほか１件
＜病院事業＞
・国民健康保険病院事業
会計の上半期収支状況
について
　ほか１件
＜特養事業＞
・高齢者介護サービス事
業会計の上半期収支状
況について
　ほか１件

　　　　　　　　　　　
　　　　　　 　　　
　　　

第10回　１月29日開催
＜まちづくり未来課＞
・若者の地方体験交流事
業について
　ほか６件

第11回　２月12日開催
＜保健福祉課＞
・高齢者事業団の現状に
ついて
　ほか２件

第１回定例会において
「所管事務調査報告」
が行われました。

事務調査項目
地
域
活
性
化
起
業
人
提
案
事
業

（
マ
ン
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に

つ
い
て

若
者
の
地
方
体
験
交
流
事
業
に

つ
い
て

詳しい内容は
　こちらから→
（ユーチューブ）

詳しい内容は
　こちらから→
（ユーチューブ）

※機器の不具合により、
ユーチューブ配信なし

漫画家イラスト色紙ギャラリー
お披露目式の様子
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◆
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
で
も
同
様

に
、
行
政
と
の
情
報
共
有
が
十
分

で
な
い
印
象
が
あ
り
、
こ
れ
を
改

善
に
導
く
よ
う
な
質
疑
の
あ
り
方

が
必
要
で
は
。

◆
委
託
事
業
全
般
に
お
い
て
行
政

任
せ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
議
会
の

調
査
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
適
切

な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
是
正
に
繋

げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

◆
資
料
の
あ
り
方
や
調
査
事
項
の

整
理
に
つ
い
て
は
、
委
員
の
発
言

か
ら
見
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
、

今
後
の
改
善
に
繋
が
る
と
感
じ
た
。

◆
委
員
会
の
進
行
に
お
い
て
、
発

言
の
仕
方
や
進
行
の
あ
り
方
に
つ

い
て
配
慮
が
必
要
で
は
。

◆
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
で
、
暫
時

休
憩
の
部
分
も
公
開
す
べ
き
。
審

議
の
実
態
を
鑑
み
る
と
、
公
開
の

必
要
性
が
強
い
と
感
じ
る
。

議会モニターからの意見 !議会モニターからの意見 !議会モニターからの意見 !議会モニターからの意見 !議会モニターからの意見 !
　今回は、第９回から第１１回常任委員会・第１回定例会
におけるモニターのご意見をご紹介します。
　モニター制度が終了することに伴い、「議会モニター
からの意見！」ページも今号で最終回となります。

第
　
回
常
任
委
員
会

10
　
　
　
　
　（
１
月
　
日
開
催
）

29

■地震の際は防災無線での情報発信をよ
り早く行ってほしい。また、中央公民
館には簡易ベッドやトイレ、車椅子が
どの程度あるか議題に上げてほしい。

■議員は選挙以外の活動が見えにくく、
当選後の姿勢にも疑問を感じる。町を
良くしようとする思いが伝わらず、報
酬増額にも納得できない。

■毎年、同じ事を３年も書いているのに
何も変わっていない。書いても無駄だ
と思う。

■函館バスのバス停看板の地名（停車地）
が剥れている場所が町内数か所あるの
で早急に整備するよう、バス会社に連
絡してほしい。

■雪がほぼ無い状態でも、冷水線では自
動で融雪剤が散布されているが、経費
の無駄遣いではないか。

■木古内町のある町議会議員から、知内
町のある町議会議員に対しパワハラが
あったとの話を聞いた。議会で調査し
確認してほしい。（No．85）

【ハラスメントに関する報告】
　提言はがき№77、80、81とハラスメン
ト案件について提言はがきを頂きました
が、当事者不明につき事実確認不可能と
判断。３月３日提言はがき№85で、Ａ当
事者が判明致しましたので事実確認を行
い、Ｂ当事者との事実確認も行いました。
当事者それぞれの事実確認後、Ｂ当事者
に猛省を促し、私が立会人となり謝罪し
ました事を報告致します。
※木古内町議会では令和８年４月１日施
行のハラスメント防止条例を制定致しま
したので今後この様な事案が発生した場
合は厳しく対応してまいります。
木古内町議会議長　又　地　信　也

第
９
回
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　（
　
月
　
日
開
催
）

12

24

第
　
回
常
任
委
員
会

11
　
　
　
　
　（
２
月
　
日
開
催
）

12

第
１
回
定
例
会
（
予
算
等
審
査

特
別
委
員
会
含
む
）

（
３
月
２
日
か
ら
９
日
開
催
）

提言ハガキのご紹介
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又
　
地

 
　
田

苅
　
部

相
　
澤

安
　
齋

新
井
田

竹
　
田

廣
　
瀬

東
　
出

平
　
野

会議・行事名年月日

職○○○○○×○○○令和８年木古内町「はたち
のつどい」式典１月３日

職○○○○○○○○○令和８年消防出初式４日
職○○○○×○○×○令和８年木古内町新年交礼会５日

－－－－－－－○－○議会改革調査特別委員会正
副委員長会議６日

職○○○○×○○○○第10回議会改革調査特別委
員会８日

○○○○○×○○○○第３回全員協議会

××○×○××○×○寒中みそぎ祭　参籠報告祭13日

－－○－○－－－－－議会だより編集特別委員会
正副委員長会議

14日
職×○○×××○×○寒中みそぎフェスティバル

2026

職○○○×○○○○○寒中みそぎ祭　出御祭・本
祭・松前神楽15日

職○○－○－－○－○第10回議会だより編集特別
委員会17日

－－－－－－－－○－例月出納検査
20日

－－○－○－－－－－議会だより編集特別委員会
正副委員長会議

○○－－－○－－－－令和７年度渡島西部四町議
連協第２回理事会21日

職○○－○－－○－○第11回議会だより編集特別
委員会

22日
○－－－－－－－－－渡島管内町村議会議長会定

期総会（～23日）
職－－－－－－●－●木古内商工会新年会23日

○－－－－－－－－－北斗市長当選祝い訪問25日

－－－－－－○○－－総務・経済常任委員会正副
委員長会議27日

×○○○○○○○○○第10回総務・経済常任委員会
29日

○－－－－－－－－－第３回ＪＡ女性部おかあち
ゃんの工夫展

○○○○○○○○○○第１回木古内町議会臨時会

30日
○○○○○○○○○○第７回木古内町議会定期会議

－○○－－○○○○－議員養成講座「第２・第３
講義」打合せ会議

職●－－●－－●－－令和８年交通安全「祈願祭」

－－－－－－－○－○議会改革調査特別委員会正
副委員長会議２月５日

職○○○○○○○○○第１１回議会改革調査特別委
員会

６日 ○○○○○○○○○○第４回全員協議会

○○○○○○－○○－ジビエ解体加工処理施設内
覧会

○－－－－－－－－－衆議院議員当選祝い８日

○×○○○○○○○○令和７年度木古内町議会議
員研修会９日

－－－－－－○○－－総務経済常任委員会正副委
員長会議10日

○○○○○○○○○○第11回総務・経済常任委員会
12日

○－－－－－－－－－令和８年冨原亮新春の集い

－－－－－－－－○－例月出納検査

13日 －－－○－－－－－○おでかけ議会

○－○－－－－－－－おでかけ議会

○×○○○○○○○○渡島西部四町議会議員連絡
協議会定期総会及び研修会17日
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会議・行事名年月日

－－－－○－－－－－令和７年度木古内町都市計
画審議会

19日 －－－－－－－－○－渡島町村監査委員協議会定
期総会

職－－－－－－－－－うみしん木古内会新年懇談会

－－－－－－－－○－北海道町村等監査委員協議
会定期大会20日

－－－－－○－－－－議会運営委員会正副委員長
会議

24日 －－－－○－－－－－議員勉強会・定期会議座長
事務局会議

職●－－－－－●－－自由民主党木古内支部令和
８年第４６回定期総会

○○○○○○×○○○第１回議会定例会議員勉強会25日
職職○×－○○－○－第１回議会運営委員会

26日
○－－－－○－－－－渡島廃棄物処理広域連合議

会定例会
○○○○○○○○○○第８回木古内町議会定期会議

27日
○－－○－－－○－－渡島西部広域事務組合定例会

○○○○○○○○○○第１回木古内町議会定例会
（本会議）

３月２日 ○○○○○○○○○○第１回令和８年度予算等審
査特別委員会

○○○○○○○○○○第１回定例会反省会及び予
算等審査特別委員会勉強会

○○○○○○○○○○第２回令和８年度予算等審
査特別委員会

３日
○○○○○○○○○○予算等審査特別委員会反省

会及び勉強会

○○○○○○○○○○第３回令和８年度予算等審
査特別委員会

４日
○○○○○○○○○○予算等審査特別委員会反省

会及び勉強会

○○○○○○○○○○第４回令和８年度予算等審
査特別委員会５日

○○○○○○○○○○予算等審査特別委員会反省会

－－－－○－－－○－予算等審査特別委員会正副
委員長事務局会議６日

○×○○○○○○○○第５回令和８年度予算等審
査特別委員会

９日
○×○○○○○○○○第１回木古内町議会定例会

（本会議）
－－－－－－－－○－例月出納検査

13日
職×○○○○○○××木古内中学校卒業証書授与式
職－－－－－－－－－議会モニター会議

16日
職×○○○○○○○○議会議員と議会モニターと

の意見交換会
○○○○○○○○○○第２回木古内町議会臨時会

17日
職職○○－○○－○－第２回議会運営委員会
職×○○○○×○××木古内小学校卒業証書授与式18日
○－－－－－－－－－七飯町長当選祝い訪問22日

職○○－○－－○－○第１２回議会だより編集特別
委員会23日

職○○○○○○○○○第１２回議会改革調査特別委
員会24日

職－●－－－－－－－きこない認定こども園卒
園・修了式25日

○○○○○○○○○○第９回木古内町議会定期会議27日

職○○○○○○○○×北海道新幹線・いさ鉄・道
の駅開業１０周年記念事業28日

職－－－－－－－－－令和８年佐女川神社祈年祭29日

木古内町議会の活動状況
（１月～３月）

「○」は出席、「×」欠席、「－」は出席不要
「●」は任意での参加、「職」は正副議長の職務出席
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木古内町議会だより

お 知 ら せ
NEWS & 　　　
INFORMATION

議員活動をお知らせします
様々な研修やイベントに参加

　おでかけ議会が
うみ街信用金庫と
コープきこない店
で行われ、住民の
皆さんの声をお聞
きしました。
　議会では皆さん
の声を今後の議会
活動に繋げていきます。

２．１３　おでかけ議会２．９　木古内町議会議員研修会

　標記研修会を
リモート形式で
開催しました。
　研修テーマは
タブレット議会
におけるペーパ
ーレス化に特化
した内容とし、操作・活用方法を学びま
した。

　標記意見交換
会を開催し、１
年間の議会活動
に対する評価や
意見をいただき
ました。

３．１６　議会議員と議会モニターとの

　　　意見交換会

２．１７　渡島西部四町議会議員連絡協議会

　　　　定期総会及び議員研修会

　標記総会が
松前町矢野旅
館で開催され
ました。
　議員研修会
では株式会社
さとふるを講
師に迎え、「ふ
るさと納税の現状と今後」について学び
ました。

　議会モニター制度は一定の役割を終え
たと判断し令和７年度をもって終了する
こととしました。これまでのご協力に感
謝申し上げます。

　春の交通安全運
動期間に合わせ、
街頭啓発を実施し、
みそぎ浜駐車帯で
ドライバーに安全
運転を呼びかけま
した。
　今後も、議員活動の一環として交通安
全啓発活動に取り組みます。

４．６　木古内町議会議員会

　　 春の交通安全街頭啓発
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その他参加した研修やイベント

４．２３　道南林活議連総会及び研修会


